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１ 都城地区中学校総合体育大会お疲れさまでした。 

５月３１日（火）の水泳に始まり６月１６日（木）のソフトテニス競技まで、途中雨天による順延もあ

りましたが、多くの３年生にとっては最後の大会となる都城地区総合体育大会が無事終了しました。 

私も妻ケ丘中の校長として、可能な限り会場に出向いて、応援させてもらいました。先にマッチポイ

ントを取られたのに粘って逆転、勝利した生徒、また、その逆になってしまった生徒もいました。極度の

緊張感の中、精一杯のプレーをするため、思いもよらない怪我等アクシデントに見舞われた生徒もい

ました。 

いろんなことが起こるのが、夏の大会です。ピンチをピンチとして受け止め、逃げずに向かっていく

ことが出来ましたか？そうであれば、どんな結果であってもすばらしい経験としてこれからの人生に

生きることと思います。（それに気づくのはずっと先のことかもしれませんが） 

※結果の概要につきましては、学校ＨＰに記載してありますので，どうぞそちらをご覧ください。 

なお、本校からは男子５５名、女子４４名、計９９名が、７月１５日（金）から開催される第７３回宮崎

県中学校総合体育大会に参加します。私は、軟式野球競技の会長でしたが、準決勝で敗れたチー

ムのキャプテンが涙を流して三位の表彰を受けていた姿を思い出します。県大会に出場する皆さん

は、地区代表として、そういう悔しい思いをした選手の分まで、頑張ってください。 

また、本校には部活動ではないけれど、学校外活動としてクラブチーム等で様々な活動をしている

生徒もいます。これから試合が続くと思いますが、精一杯頑張ってください。そしていよいよ吹奏楽部

の番ですね。自分たちの音楽を大ホールでしっかり表現できるよう頑張ってください。たくさんの人が

応援しています。 

 

２ 令和４年度第１回学校運営協議会が開催されました。 

６月１６日（木）の午後、本校において第１回妻ケ丘中学校学校運営協議会が開催されました。本

市の小・中学校は全てコミュニティ・スクールであり、学校運営に地域の声を積極的に生かし，地域

と一体となって学校の課題解決や特色ある学校づくりを進めています。ここ数年は、コロナ禍の影響

で、予定していた取組等が進められなかったこともありましたが、感染状況もようやく落ち着きを見

せ始めています。委員の皆様の意見をいただきながら、本校の教育活動を進めて参りたいと考えて

おります。なお、本年度の委員の皆様は以下のとおりです。１年間どうぞ、よろしくお願いいたします。 

・岩元   努 委員（妻ケ丘地区まちづくり協議会）＜運営協議会委員長＞ 

・堀川   渉 委員（妻ケ丘地区自治公民館連絡協議会会長） 

・川添 康史 委員（前東町公民館長）     ・二見 重弘 委員（花繰公民館長） 

・早川 純子 委員（南九州大学教授）     ・齊藤 卓治 委員（南部公民館長） 

・川畑 洋子 委員（元ＰＴＡ会長）         ・木脇 大元 委員（現ＰＴＡ会長） 



３ 第１回高校説明会が行われました。 

６月１７日（金）に各高校の先生方による高校説明会が行われました。会の冒頭に校長挨拶があ

りましたので、３年生に以下の話をさせてもらいました。 

  本を一冊紹介します。 

「思考の整理学」という本です。これは、今から数年前、甲子園

で春夏連覇した大阪桐蔭高校の根尾選手の愛読書ということで

かなり話題になりました。今から３５年前に出された本で、帯に「東

京大学、京都大学の学生に２年連続で一番に読まれた本」と書か

れてあります。 

  この本の一番初めの章、その題名は「グライダー」です。 

グライダーは、人が乗って空を飛びます。風に乗り、音もなく優雅

に飛びます。高いところからだと、２００、３００ｍ以上飛ぶそうです。 

  一方こちらは飛行機ですね。違いは何でしょう・・・。 

この本の最初に書かれているのは、「グライダー能力だけではいけない。飛行機能力を磨

け」ということです。 

  グライダーも飛行機も空を飛びます。しかし、悲しいかなグライダーは自力で飛ぶことがで

きません。飛行機はエンジンを積んで自力で飛んで目的地に向かいます。そこが大きく違いま

す。 

  人間にはグライダー能力と飛行機能力があるそうです。誰かに与えられるままに受身で知

識を得るのが前者、自分から知識を求め、ものごとを発明、発見するのが後者だそうです。そ

してこの二つの力は、一人の人間の中に二つとも存在するそうです。 

  ３年生の皆さん、いよいよ自分の中にある「飛行機能力」を発揮する時期が来たのではな

いでしょうか・・・。 

  

 

 

４ ハラスメント相談員について 

   ６月２１日（火）に保護者の皆様にはシグフィーや安心・安全メールで、セクハラ・わいせつ行為等

に関する相談窓口をお知らせしたところでありますが、本校ではハラスメント相談員を複数名配置し

ております。何かありましたら遠慮なくご相談ください。 

令和４年度 妻ケ丘中学校 ハラスメント相談員（７名） 

・深江 祐史 校長      ・飯干 裕二 教頭     ・斉藤 弘文 事務主幹 

・南谷 香 教諭（学習指導等支援教員）       ・中村 和子 養護教諭 

・木脇 大元 ＰＴＡ会長     ・又木 香保里 ＰＴＡ副会長 



 


